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来
会
計
人
に
な
ら
な
く
て
も

会
計
、
と
く
に
簿
記
の
勉
強

は
重
要
で
す
。
個
人
及
び
社

会
の
た
め
に
」

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
神
原
理

商
学
部
教
授
が
進
行
役
を
務

め
た
。
パ
ネ
リ
ス
ト
は
各
界

で
活
躍
す
る
卒
業
生
。
▽
税

理
士
法
人
Ｔ
Ａ
Ｃ
Ｓ
イ
レ
ブ

ン
代
表
で
税
理
士
の
早
坂
尚

克
氏
（
平
28
院
商
修
）
▽
㈱

ウ
フ
ル
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
千

葉
友
範
氏
（
平
12
商
、
平
14

院
経
営
修
）
▽
ア
イ
ア
㈱
Ｃ

Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ａ
Ｌ
ジ
ョ
イ
ナ

ス
店
店
長
の
久
世
沙
季
奈
氏

（
平
24
商
）。

　
早
坂
氏
は「
税
理
士
は
、Ａ

　
記
念
講
演
は
安
藤
英
義
大

学
院
商
学
研
究
科
教
授
。

「
日
本
に
お
け
る
会
計
教
育

｜
歴
史
の
節
目
と
今
日
の
課

題
｜
」と
題
し
て
、英
米
系
の

簿
記
会
計
が
導
入
さ
れ
た
明

治
か
ら
平
成
ま
で
の
会
計
教

育
の
変
遷
を
資
料
か
ら
読
み

解
き
な
が
ら
、
現
在
の
問
題

を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
講

演
後
、
学
生
た
ち
に
次
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
た
。

　「
経
済
に
会
計
は
不
可
欠

で
あ
り
、
会
計
に
簿
記
は
不

可
欠
で
す
。
簿
記
を
知
ら
な

け
れ
ば
、
会
計
さ
ら
に
は
経

済
が
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に

な
っ
て
大
変
危
険
で
す
。
将

　外国語は、私にとって、日本語の読

み書きを習得する以前からの憧れの的

であった。しかし、そもそも自分は何

のために外国語の学習を欲したのかと

考えると、実際のところそこには何ら

の明確な目的もなかった。思い返して

みれば、ど

ことなくそ

れは、いまここの困難から連れ去って

くれる、どこか別の場所への出口のよ

うにして求められていたと思う。

　19世紀フランスの詩人ボードレール

の作品に、Any Where out of the worldと
題された散文詩がある。この生を「一

つの病院」に喩
たと

える語り手は、病から

の治
ち

癒
ゆ

のため、みずからの魂に向けて

引っ越しの提案をする。

　光に満ちて暖かなリスボンはどう

か。ロッテルダムには好きなものがあ

るだろう。バタヴィアという手もあ

る。しかしどの案に対しても黙し続け

る魂に対して、生から遠く離れた極

地、「死にも相似た国々」への転居を

呼びかける。すると魂はこう叫ぶので

ある。「どこへでも！　どこへでも！

　この世界の外ならば！」何の目的も

なく、ただこの世界からの解放を謳
うた

う

詩のタイトルが、作者にとっての外国

語たる英語による表記であることは

象徴的であ

る。この世

界の外は、現実の外国ではなく、まし

て死でもなく、外国語であったという

ことであろうか。どこでもいい、ここ

でないどこかへ――。そんな何やら無

責任で投げやりな動機から、外国語に

すがり、そしてわずかであれ救いを得

られること。それも外国語を学ぶこと

の、決して低く見られるべきではない

役割であろうと思う。（担当は西洋政

治思想史）

※短縮版。全文はＣＡＬＬ教室ホーム

ページで。
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どこへなりとも この世界の外へ

川上　洋平　法学部准教授

ギ
ュ
ス
タ
ー
ヴ
・
ク
ー
ル
ベ

「
シ
ャ
ル
ル
・
ボ
ー
ド
レ
ー
ル

の
肖
像
」

公
開
講
座
情
報

人
文
科
学
研
究
所

第
１
回
公
開
講
演
会
　
イ
タ

リ
ア
音
楽
紀
行
｜
春
の
祭
り

カ
ー
ニ
バ
ル
の
音
楽
と
踊
り

｜▽
日
時

11
月
20
日
（
火
） 

14
時
〜
15
時
30
分

▽
場
所

専
修
大
学
サ
テ
ラ

イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス

▽
発
表
者

金
光
真
理
子
横

浜
国
立
大
学
教
授

第
２
回
公
開
講
演
会
　
災
害

と
人
文
科
学

▽
日
時

12
月
８
日
（
土
）

14
時
30
分
〜
17
時
10
分

▽
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
１
０
２

１
５
教
室

▽
発
表
者

赤
坂
郁
美
文
学

部
准
教
授
、
髙
島
裕
之
文
学

部
教
授

※
い
ず
れ
も
要
申
し
込
み
。

無
料

問 

□申 

人
文
科
学
研
究
所

E
-
m
a
i
l
:
j
i
n
b
u
n
@
i
s
c
.

senshu-u.ac.jp

社
会
知
性
開
発
研
究
セ
ン
タ

ー 

／
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
研
究
セ
ン
タ

ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　
ア
ジ
ア

に
お
け
る
「
豊
か
さ
」
の
新

し
い
形
　

▽
日
時

11
月
25
日
（
日
）

10
〜
18
時

▽
場
所

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

７
３
１
教
室

▽
内
容

基
調
講
演:

大
竹

文
雄
大
阪
大
学
教
授
・
細
田

満
和
子
星
槎
大
学
副
学
長
、

東
南
ア
ジ
ア
・
北
東
ア
ジ
ア

の
研
究
発
表
、
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
※
同
時
通
訳

付
き

▽
定
員

１
０
０
人

※
要
申
し
込
み
（
Ｈ
Ｐ
に
フ

ォ
ー
ム
有
り
）
11
月
20
日

（
火
）
締
め
切
り

問
社
会
知
性
開
発
研
究
セ
ン

タ
ー
事
務
課
☎
０
４
４
・
９

１
１
・
１
３
４
７

図
書
館
企
画
展
「
メ
キ
シ
コ 

絵
文
書
に
見
る
古
代
文
明
の

歴
史
」

　
15
〜
16
世
紀
の
ア
ス
テ
カ

王
国
に
関
す
る
絵
文
書
の
複

製
版
な
ど
を
展
示
。

▽
会
期

11
月
26
日
（
月
）

〜
12
月
14
日
（
金
）

▽
場
所

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス

９
号
館
図
書
館
本
館
研
修
室

※
入
場
無
料

問
図
書
館
本
館
☎
０
４
４
・

９
１
１
・
１
２
７
４

　
だ
れ
も
が
知
っ
て
い
る
昔

話
を
法
学
の
視
点
か
ら
考
え

る
講
演
会
が
10
月
24
日
の
昼

休
み
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で

開
か
れ
た
。

　
講
師
は
坂
誥
智
美
法
学
部

准
教
授
（
日
本
法
制
史
）。

一
昨
年
の
「
か
ち
か
ち
山
」

に
次
ぐ
第
２
弾
で
、
今
回
は

「
さ
る
か
に
合
戦
」を
取
り
上

げ
た
。
時
代
と
と
も
に
ス
ト

ー
リ
ー
が
変
化
す
る
理
由
、

現
在
の
法
体
系
か
ら
見
た
時

の
問
題
点
を
指
摘
し
た
。

　
親
を
殺
さ
れ
た
か
に
が
仲

間
と
さ
る
を
殺
す
▽
親
を
傷

つ
け
ら
れ
た
か
に
が
仲
間
と

さ
る
に
大
け
が
を
負
わ
せ

る
、
と
い
う
二
つ
の
ス
ト
ー

リ
ー
に
つ
い
て
坂
誥
准
教
授

は
「
復ふ

く

讐
し
ゅ
う

が
社
会
的

に
許
さ
れ
て
い
た
時

代
と
許
さ
れ
な
く
な

っ
た
時
代
で
、
ス
ト

ー
リ
ー
は
変
化
し
て

き
た
」
と
分
析
す

る
。
そ
う
し
た
時
代

背
景
を
ベ
ー
ス
に
、

法
学
的
視
点
か
ら
①

さ
る
の
悪
さ
の
程
度

②
か
に
の
復
讐
は
許

さ
れ
る
の
か
③
仲
間

が
復
讐
に
加
担
し
た
行
為
を

ど
う
捉
え
る
か
｜
｜
と
い
っ

た
３
点
か
ら
問
題
を
提
起
し

た
。

　「
芥
川
龍
之
介
が
そ
の
後

の
展
開
を
小
説
で
描
い
て
い

る
が
、
そ
れ
だ
け
多
く
の
問

題
を
含
ん
だ
昔
話
だ
と
思

う
。
か
に
と
さ
る
の
罪
の
重

さ
を
皆
さ
ん
も
考
え
て
ほ
し

い
」
と
参
加
し
た
学
生
に
呼

び
か
け
た
。

「
さ
る
か
に
合
戦
」を

法
学
視
点
で
考
え
る

講演会

資
料
を
見
せ
な
が
ら
話
す
坂
誥
准
教
授

　
専
修
大
学
会
計
学
研
究
所

（
伊
藤
和
憲
所
長
）
の
会
計

学
講
演
会
が
10
月
16
日
、
生

田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ

た
。
同
研
究
所
で
は
会
計
の

第
一
人
者
を
講
師
に
招
き
学

生
向
け
の
公
開
講
演
会
を
年

２
回
実
施
。
今
年
度
は
特
別

に
、
本
学
の
会
計
教
育
１
０

０
周
年
・
会
計
学
科
50
周
年

の
記
念
事
業
と
共
催
し
た
。

　
２
回
目
と
な
る
今
回
は
、

統
合
報
告
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
で
あ
る
齋
尾
浩
一
朗
氏

（
有
限
責
任
あ
ず
さ
監
査
法

人
ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
ア
ド

バ
イ
ザ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス
事
業

部
・
Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
ジ
ャ
パ
ン
統

合
報
告
Ｃ
ｏ
Ｅ
／
パ
ー
ト
ナ

ー
）
が
、「
統
合
報
告
書
を

読
ん
で
み
よ
う
〜
企
業
の
価

値
創
造
を
理
解
す
る
〜
」
を

テ
ー
マ
に
し
て
講
演
。
学

生
、
院
生
、
教
員
ら
約
３
５

０
人
が
熱
心
に
聴
講
し
た
。

　
統
合
報
告
は
、
企
業
の
財

務
情
報
と
非
財
務
情
報
か
ら

構
成
さ
れ
る
報
告
書
。
現
代

の
企
業
に
と
っ
て
、
統
合
報

告
書
が
い
か
に
必
要
で
あ
る

の
か
を
、
実
際
の
企
業
の
統

合
報
告
書
を
示
し
な
が
ら
具

体
的
な
説
明
が
な
さ
れ
た
。

　
齋
尾
氏
は
、「
経
営
者
が

自
分
の
言
葉
で
企
業
の
価
値

創
造
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
語
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
」
と
強

調
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
企
業
を
担
う

学
生
た
ち
に
と
っ
て
大
変
良

い
機
会
と
な
っ
た
。

（
国
田
清
志
商
学
部
教
授
）

統合報告書の役割学ぶ

多
く
の
学
生
が
出
席
し
、
熱
心
に
聴
講
し
た

　
祝
賀
会
は
、
10
号
館
の
テ

ラ
ス
で
開
か
れ
た
。
記
念
講

演
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
聴
講

し
た
佐
々
木
学
長
は
「
専
修

大
学
の
会
計
教
育
の
強
み
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
今

後
は
〝
計
理
専
修
〞
の
伝
統

と
と
も
に
新
た
な
一
歩
を
踏

み
出
し
た
会
計
学
科
の
魅
力

を
打
ち
出
し
て
い
く
。
会
計

学
の
発
展
、
会
計
プ
ロ
フ
ェ

ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
育
成
に
尽
力

し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

写

真
。

　
ま
た
、
専
修
大
学
会
計
人

会
の
吉
田
伸
江
会
長
（
昭
54

院
商
修
）は「
社
会
に
出
て
い

る
卒
業
生
が
率
先
し
て
プ
ロ

と
し
て
の
力
を
発
揮
し
、
専

修
大
学
の
会
計
教
育
を
社
会

貢
献
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
」
と
語
っ
た
。

　
川
村
晃
正
名
誉
教
授
の
発

声
で
乾
杯
し
、
出
席
者
は
和

や
か
に
歓
談
。
国
田
清
志
商

学
部
教
授
の
音
頭
で
万
歳
三

唱
を
し
て
締
め
く
く
っ
た
。

盛大に記念式典

活躍する卒業生によるシンポジウム

　
会
計
教
育
１
０
０
周
年
・
会
計
学

科
50
周
年
記
念
式
典
が
11
月
３
日
、

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
盛
大
に
開
催
さ

れ
た
。
佐
々
木
重
人
学
長
は
じ
め
教

職
員
、
学
生
、
卒
業
生
ら
関
係
者
約

１
７
０
人
が
出
席
。
記
念
講
演
と
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
祝
賀
会
が
行
わ
れ
、

講
師
は
会
計
学
を
学
ぶ
意
義
、
重
要

性
を
訴
え
た
。

　
式
典
は
椛
田
龍
三
商
学
部
教
授
の

司
会
で
進
め
ら
れ
た
。
渡
辺
達
朗
商

学
部
長
は
「
商
学
部
は
２
０
２
０
年

に
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
転
す
る

が
、
本
日
、
会
計
と
い
う
つ
な
が
り

や
人
脈
に
触
れ
、
心
強
く
感
じ
て
い

る
。
今
後
も
社
会
に
役
立
つ
人
材
を

育
成
し
世
に
送
り
出
し
て
い
き
た

い
」
と
力
強
く
あ
い
さ
つ
し
た
。

会
計
学
の
重
要
性
訴
え
る

会
計
学
研
究
所
講
演
会

「
会
計
、
簿
記
の
勉
強

は
重
要
」と
話
し
た
安

藤
教
授

◇
祝
賀
会
◇

Ｉ
が
発
展
し
て
も
ま
だ
ま
だ

可
能
性
が
あ
り
、
今
後
ま
す

ま
す
発
展
し
て
い
け
る
仕
事

で
あ
る
。
若
い
人
材
は
必
要

不
可
欠
だ
」と
呼
び
か
け
た
。

　
千
葉
氏
は
「
学
生
時
代
の

勉
強
や
研
究
は
非
常
に
重
要

な
エ
ッ
セ
ン
ス
だ
。
ま
た
、

異
な
る
考
え
方
の
人
た
ち
と

失
敗
や
誤
り
を
恐
れ
ず
に
数

多
く
議
論
す
る
こ
と
を
大
事

に
し
て
ほ
し
い
。
失
敗
は
こ

れ
か
ら
の
成
功
の
近
道
に
な

る
」
と
訴
え
た
。

　
ま
た
久
世
氏
は
「
ア
パ
レ

ル
販
売
の
世
界
は
華
や
か
に

見
え
る
が
現
実
は
数
字
と
の

闘
い
。
大
学
時
代
に
学
ん
だ

こ
と
が
仕
事
を
す
る
上
で
生

き
て
い
る
。
仕
掛
け
を
作
る

面
白
さ
を
感
じ
て
い
る
」
と

充
実
感
を
語
っ
た
。


